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　2024＝2×2×2×11×23 と素因数分解できます。

〈8×253 を利用するとき〉

　8×（9×7×4＋1）＝8×（252＋1）＝8×253＝2024
〈4×506 を利用するとき〉

　4×（9×8×7＋2）＝4×（504＋2）＝4×506＝2024
使う数字 5 個の 8×（9×7×4＋1） や，4×（9×8×7＋2）
が答えとしてふさわしいでしょう。

（得点が下がる場合の式の例）

　8×（6＋5）×（9×3 − 4），9×8×7×4＋6＋2 など。

左端から同じ長さを切り取ります。切り取る部分の重さ

が等しくなる箇所が 1 ヶ所だけとなるので，34.5 cm の

位置は上の図の通りになります。

　O は 34.5 cm で 10×34.5＝345 g です。P では，

★＋□＝34.5 cm，8×★＋11×□＝345 g で，つるかめ算

の計算をします。（11×34.5 − 345）÷（11 − 8）＝34.5÷3
＝11.5 cm … ★ になります。（□＝34.5 − 11.5＝23 cm）

　10×△＝8×△＋8×2 → △＝16÷（10 − 8）＝8 cm で

す。金属棒 1 本の重さは O に注目すると，345＋10×8
＝345＋80＝425 g になります。

　スタートからゴールまで正三角形 P の点 A は図 1 の

ように動きます。スタートの位置でのマーク P の向きは

上の図のようになります。

　点 A の通過する線は 120 度 → 240 度 → 120 度 → 
240 度 → 120 度と，曲線の中心角の和は 840 度になり

ます。距離は6×3.14×       ＝14×3.14＝43.96 cmです。  
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　正三角形 P の通過す

る部分は図 2 のように

なります。これは中心角

60 度のおうぎ形 14 個分

の面積と，1 辺が 3 cm
の正三角形 7 個分の面

積を合わせたものになり

ます。
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　6，2，5 の 3 枚が箱の中に置かれます。机の上のカー

ドの結果は 《7431》 になります。

    　【213】【231】の 2 通りです。

　4 枚のうち，2 と 1 の位置に注目して場合分けします。

 　21□□ →  【2134】【2143】 
　 2□1□ →  【2314】【2413】 
 　2□□1 →  【2341】【2431】   全部で 6 通りあります。

 　   21□□□の場合，3，4，5 の 3 枚はどの場所に並ん

でもよいので，3×2×1＝6 通りです。

2□1□□，2□□1□，2□□□1 も同じように 6 通りず

つあるので，全部で 6×4＝24 通りあります。

　521□□，52□1□，52□□1 のパターンがあり，3，
4 のカードはどの場所に並んでもよいので，それぞれ 2
通りずつあります。全部で 2×3＝6 通りあります。

　これまでと少しちがう考え方で扱ってみます。結果が

521 となるように，残りの 3 枚のカードを小さい順の 3
→ 4 → 6 の順に 521 の間に並べていきます。3 が並ぶの

は 2 よりも右の 2 通り，4 が並ぶのも 2 よりも右で 3 通

り，6 が並ぶのは 5 よりも右で 5 通りの場所があります。

全部で 2×3×5＝30 通りになります。 （2）（ア）
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（3）　結果が 75421 になり，残りの 4 枚のカードを小さい

順の 3 → 6 → 8 → 9 の順に追加で並べていきます。3 が

並ぶのは 2 よりも右の 2 通り，6 が並ぶのは 5 よりも右

の 5 通り，8 が並ぶのは 7 よりも右の 7 通り，9 が並ぶ

のは 7 よりも右の 8 通りです。よって，はじめのカード

の状況は全部で 2×5×7×8＝560 通りになります。

5 2 1
3 は 2 通り

4 は 3 通り

6 は 5 通り

5 2 □□

5 2 □□□

7 5 4 2 1
3 は 2 通り

6 は 5 通り

8 は 7 通り

7 5 4 2 □□

7 5 □□□□□

7 □□□□□□□

9 は 8 通り

の
考
え
方

（2）
（エ）
の
考
え
方



年度 中学校入試問題 解説（算数）2024 開成中学校東京都

　直方体 X を 3 つの平面で切断してできた立体 Y は，

図 1 のようになります。展開図の面の中でもともと直方

体 X の面であったものは ②，③，④ の 3 枚です。

　点 D，E，F に対応する点は上の図の通りです。

　直方体 X を切断した 3 つの平面は下の図の通りです。
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（3）の答え

　図 2 の斜線部分の 2 枚の面が不足しています。展開図

にかき入れた様子は下の図のようになります。

　（い）につづく面は直角

三角形です。図 2 の★の

長さは，三角形の相似に注

目すると 2×     ＝1.2 cm
です。面積は 3×1.2÷2
＝1.8 cm2 です。
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